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議
員
紹
介

 

就
任
あ
い
さ
つ

議
　
長飯

田
　
彰
一
（67）　

無
所
属
４
回

副
議
長川

﨑
　
愼
一
（69）　

無
所
属
３
回

市議会 4期目がスタート

　４月１５日に行われた任期満了に伴う市議会議員一般選挙で、１８人の新たな議員が決定
しました。任期は平成３０年４月２３日から平成３４年４月２２日までの４年間です。
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議
員
紹
介

関
　
　
壽
夫
（62）　

無
所
属
３
回

長
谷
川
　
博
（70）　

無
所
属
３
回

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
の
も

と
、
是
々
非
々
を
も
っ
て
市
政
発

展
に
頑
張
り
ま
す
。

　

是
々
非
々
を
旨
に
市
民
の
目

線
で
考
え
市
民
の
声
を
市
政
に
届

け
て
ま
い
り
ま
す
。

寺
澤
　
利
郎
（69）　

無
所
属
４
回

　

ふ
る
さ
と
南
房
総
市
発
展
の

た
め
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　

外
房
地
区
活
性
化
の
た
め
、

千
倉
総
合
運
動
公
園
を
含
む
施

設
改
修
を
推
進
し
ま
す
。

鈴
木
　
直
一
（70）　

無
所
属
４
回

　

本
来
の
議
員
の
責
務
と
は
何

か
を
追
求
し
、
市
政
発
展
と
市

民
の
た
め
に
働
く
。

　

市
民
生
活
向
上
の
た
め
、
取

り
組
ん
だ
要
望
等
の
工
事
完
成
に

向
け
が
ん
ば
り
ま
す
。

青
木
　
正
孝
（75）　

無
所
属
４
回

栗
原
　
保
博
（74）　

無
所
属
４
回

　

経
験
を
活
か
し
て
、
高
齢
化

社
会
存
続
の
た
め
に
提
案
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
や
地
域
が
直
面
す
る

様
々
な
行
政
課
題
の
解
決
に
全

力
で
取
組
み
ま
す
。

川
上
　
　
清
（61）　

無
所
属
４
回

辻
　
　
貞
夫
（74）　

無
所
属
４
回

議員紹介
（氏名、年齢、党派、当選回数）
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峯
　
　
隆
司
（57）　

無
所
属
３
回

安
田
美
由
貴
（38） 

日
本
共
産
党
３
回

　

皆
に
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。

　

市
議
３
期
目
で
す
。
提
案
の

実
現
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
ま
す
。

平
川
　
幸
男
（65）　

無
所
属
２
回

阿
部
美
津
江
（55）　

公
明
党
２
回

　

今
後
も
農
業
振
興
策
、
産
業

力
の
強
化
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

小
さ
な
声
を
市
政
に
反
映
し
、

生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

石
井
　
教
宇
（61）　

無
所
属
１
回

鈴
木
　
克
哉
（53）　

無
所
属
１
回

　

市
民
と
共
に
よ
り
良
い
南
房

総
市
づ
く
り
の
た
め
精
一
杯
取
り

組
み
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
で
は
な
く
志
議

会
議
員
と
し
て
市
民
の
皆
様
に
お

答
え
し
ま
す
。

山
田
　
一
洋
（47）　

無
所
属
１
回

神
作
　
紀
史
（40）　

無
所
属
１
回

　

次
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い

財
政
基
盤
を
、
次
世
代
に
託
せ

る
市
政
を
目
指
し
ま
す
。

　

南
房
総
市
民
に
と
っ
て
更
に
住

み
良
い
地
域
へ
の
発
展
を
目
指
し

頑
張
り
ま
す
。

議
員
紹
介
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市
長
施
政
方
針

　平成３０年３月定例会が、２月１５日から３月８日までの２２日間開催され、条例議案１６件、一般議案１件、
予算議案１４件、人事案件２２件、発委案件１件を審議した。採決の結果、すべて原案どおり可決した。

会　計　名 平成30年度予算額① 平成29年度予算額② 増減額①－②

一　 般　 会　 計 226 億 2,400万円 210億 4,382万円 15億 8,018万円

国民健康保険特別会計 54 億 6,564 万円 73億 9,703万円 △19億 3,139万円

後期高齢者医療特別会計 6 億 5,284 万円 5億 9,451万円 5,833万円

介 護 保 険 特 別 会 計 54 億 5,394 万円 55億 8,030万円 △1億 2,636万円

平成30年度　主な会計別予算

定
例
会
レ
ポ
ー
ト
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議案種類 件　　　名 議決結果 付託委員会

議案第 1号 南房総市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運
営に関する基準等を定める条例の制定について

原案可決
全会一致 福　　 祉

議案第 2 号 南房総市表彰条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

原案可決
全会一致 総　　 務

議案第 3 号 南房総市個人情報保護条例の一部を改正する条
例の制定について

原案可決
全会一致 総　　 務

議案第 4 号 南房総市附属機関設置条例の一部を改正する条例
の制定について

原案可決
全会一致 総　　 務

議案第 5 号 南房総市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決
賛成多数 総　　 務

議案第 6 号
南房総市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

原案可決
全会一致 総　　 務

議案第 7 号
南房総市特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

原案可決
賛成多数 総　　 務

議案第 8 号 南房総市一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

原案可決
全会一致 総　　 務

議案第 9 号
旧南房総市教育委員会教育長の給与及び勤務時
間等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

原案可決
賛成多数 総　　 務

議案第10号
南房総市特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

原案可決
全会一致 総　　 務

議案第11号 南房総市後期高齢者医療に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

原案可決
全会一致 福　　 祉

議案第12号 南房総市介護保険条例の一部を改正する条例の
制定について

原案可決
賛成多数 福　　 祉

議案第13号

南房総市指定介護予防支援等の事業の人員及び
運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決
全会一致 福　　 祉

議案第14号
南房総市指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準等を定める条例
の一部を改正する条例の制定について

原案可決
全会一致 福　　 祉

議案第15号

南房総市指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果
的な支援の方法に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例の制定について。

原案可決
全会一致 福　　 祉

議案種類 件　　　名 議決結果 付託委員会

議案第16号
南房総市家庭雑排水共同処理施設の管理及び設
置に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

原案可決
全会一致 産 業

議案第17号 財産の無償貸付について 原案可決
全会一致 産 業

議案第18号 平成２９年度南房総市一般会計補正予算（第９号） 原案可決賛成多数 予算審査特別

議案第19号 平成２９年度南房総市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）

原案可決
全会一致 予算審査特別

議案第20号 平成２９年度南房総市国保病院事業会計補正予
算（第１号）

原案可決
全会一致 予算審査特別

議案第21号 平成２９年度南房総市水道事業会計補正予算（第
３号）

原案可決
全会一致 予算審査特別

議案第22号 平成３０年度南房総市一般会計予算 原案可決
賛成多数 予算審査特別

議案第23号 平成３０年度南房総市国民健康保険特別会計予算 原案可決
全会一致 予算審査特別

議案第24号 平成３０年度南房総市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
賛成多数 予算審査特別

議案第25号 平成３０年度南房総市介護保険特別会計予算 原案可決
賛成多数 予算審査特別

議案第26号 平成３０年度南房総市滝田財産区特別会計予算 原案可決
全会一致 予算審査特別

議案第 27号 平成３０年度南房総市北三原財産区特別会計予算 原案可決
全会一致 予算審査特別

議案第28号 平成３０年度南房総市南三原財産区特別会計予算 原案可決
全会一致 予算審査特別

議案第29号 平成３０年度南房総市国保病院事業会計予算 原案可決
全会一致 予算審査特別

議案第30号 平成３０年度南房総市水道事業会計予算 原案可決
賛成多数 予算審査特別

議案第31号 財産の処分について 原案可決
賛成多数 総 　 務

同　　　 意
第1号～第22号

南房総市農業委員会委員の任命につき同意を求
めることについて

原案可決
全会一致 ―

発委第 1 号 地域高規格道路「館山・鴨川道路」の早期実現
を求める意見書について。

原案可決
全会一致 ―

3月定例会提出議案等議決結果

 ( 賛否が分かれた議案のみ掲載）　○：賛成　×：反対

議案ごとの賛否
阿
部
美
津
江

平
川　

幸
男

安
田
美
由
貴

峯　
　

隆
司

川
﨑　

愼
一

関　
　

壽
夫

髙
木　

幹
男

長
谷
川　

博

青
木　

建
二

寺
澤　

利
郎

川
上　
　

清

飯
田　

彰
一

辻　
　

貞
夫

栗
原　

保
博

川
名　

晴
作

青
木　

正
孝

羽
山　

和
夫

木
曽　

貴
夫

真
木　

利
幸

鈴
木　

直
一

議案第５号 南房総市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に
関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ × ○

議
長

議案第７号 南房総市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費
に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第９号 旧南房総市教育委員会教育長の給与及び勤務時間等
に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第12号 南房総市介護保険条例の一部を改正する条例の制定
について ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号 平成２９年度南房総市一般会計補正予算
（第９号） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議案第22号 平成３０年度南房総市一般会計予算 ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第24号 平成３０年度南房総市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号 平成３０年度南房総市介護保険特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第30号 平成３０年度南房総市水道事業会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 財産の処分について ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議員名
議案名

定
例
会
レ
ポ
ー
ト
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当
初
予
算

　

30
年
２
月
28
日
、
予
算

審
査
特
別
委
員
会
を
招
集

し
、
議
長
を
除
く
全
議
員

で
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

一
般
会
計

問　
骨
格
予
算
と
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長　

途
切
れ

る
こ
と
の
な
い
行
財
政
の

進
捗
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

工
期
の
確
保
や
年
度
当
初

か
ら
執
行
が
必
要
と
な
る

事
業
に
つ
い
て
も
計
上
し

て
い
る
。

〇 

丸
山
・
和
田
地
区
統
合

小
学
校
等
建
設
事
業

26
億
７
千
万
円

問　

ど
の
程
度
ま
で
１
年

で
で
き
る
の
か
。

学
校
再
編
整
備
室
長　

継
続
費

で
30
年
度
末
で
完
成
、
31

年
４
月
か
ら
統
合
す
る
こ

と
に
な
る
。

平成 30年度南房総市一般会計予算

〇 

東
京
２
０
２
０
の
オ
リ
・

パ
ラ
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘

致
補
助
金

23
万
円

問　

具
体
的
に
は
。

生
涯
学
習
課
長　

平
成
30

年
６
月
開
催
予
定
の
ジ
ュ

ニ
ア
・
マ
ス
タ
ー
ズ
サ
ー

フ
ィ
ン
大
会
、
自
転
車
競

技
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘

致
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

こ
の
金
額
で
誘
致
で

き
る
の
か
。

教
育
次
長　

予
算
は
協
議

会
等
へ
の
負
担
金
で
、
誘

致
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県

及
び
３
市
１
町
で
オ
ラ
ン

ダ
の
自
転
車
競
技
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
推
進
し

て
い
く
。

〇 

地
域
情
報
通
信
基
盤
維

持
管
理
事
業２

９
７
４
万
円

問　

光
ケ
ー
ブ
ル
に
入
っ

て
る
加
入
者
数
は
。

管
財
契
約
課
長　

平
成
28

年
度
末
７
９
５
１
人
、
平

成
29
年
12
月
末
は
８
２
３

２
人
。

〇
移
住
・
定
住
推
進
事
業

６
７
３
万
円

問　

手
ご
た
え
や
反
響
は

ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

空
き
家

バ
ン
ク
事
業
や
移
住
体
験

ツ
ア
ー
、
移
住
の
相
談
会

等
、
そ
れ
ぞ
れ
実
績
と
し

て
増
え
て
い
る
。

〇
婚
活
支
援
事
業
委
託
料

１
０
０
万
円

問　

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
何
件
ゴ
ー
ル
イ
ン

し
た
か
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
22

年
か
ら
、
年
に
１
、２
回
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

　

結
婚
し
た
の
は
６
組
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
現
状

カ
ッ
プ
ル
と
し
て
継
続
し

　226億2,400万円総
額

サーフィンが盛んな南房総
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て
い
る
の
が
５
組
と
報
告

を
受
け
て
い
る
。

〇 

地
方
創
生
推
進
交
付
金
事

業
費

　
　
５
１
７
万
円

問　

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
。

企
画
財
政
課
長　

有
楽
町

交
通
会
館
の
中
に
あ
る
ふ

る
さ
と
回
帰
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
都
内
で
移
住
し
た

い
人
や
将
来
移
住
を
検
討

し
て
い
る
人
に
対
し
て
相

談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

〇 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
　
　
２
９
５
２
万
円

問　

民
間
事
業
委
託
は
富

浦
・
富
山
・
千
倉
・
丸
山

の
学
童
保
育
所
と
な
っ
て

い
る
が
、
運
営
委
託
先
は

想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

子
ど
も
教
育
課
長　

シ
ダ
ッ

ク
ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン

サ
ー
ビ
ス
と
委
託
契
約
を

し
て
い
る
。

問　

学
童
保
育
は
市
の
施

設
を
使
っ
て
面
倒
を
見
る

が
、
人
件
費
と
考
え
て
よ

い
か
。

教
育
長　

学
童
保
育
全
部

を
委
託
す
る
わ
け
で
は
な

い
。

　

学
童
保
育
室
は
校
長
が

責
任
者
と
な
っ
て
お
り
、

平成 30年度　一般会計予算内訳

歳出
市 税 38 億 5,024 万円 市 債 31 億 6,050 万円
地方交付税 95 億円 そ の 他 29 億 4,058 万円
国県支出金 31 億 7,268 万円 合 計 226 億 2,400 万円

人 件 費 39 億 9,016 万円 補 助 費 等 25 億 8,625 万円
扶 助 費 24 億 171 万円 投資的経費 38 億 5,209 万円
公 債 費 35 億 9,563 万円 そ の 他 25 億 2,037 万円
物 件 費 36 億 7,779 万円 合 計 226 億 2,400 万円

市税
17%
市税
17%

地方交付税
42%
地方交付税
42%

国県支出金
14%
国県支出金
14%

市債
14%
市債
14%

その他
13%
その他
13%

投資的
経費
17%

人件費
18.0%
人件費
18.0%

扶助費
11%
扶助費
11%

公債費
16%
公債費
16%物件費

16%
物件費
16%

補助費等
11%
補助費等
11%

その他
11%
その他
11%

※公債費：市が返すお金※市債：市が借りるお金

歳　出歳　入

歳入 当
初
予
算

指
導
員
を
集
め
る
と
か
勤

務
の
管
理
は
業
者
に
お
願

い
し
て
い
る
。

　

学
童
保
育
の
他
に
も
給

食
の
調
理
や
運
搬
を
委
託

し
て
い
て
、
献
立
等
は
市

の
栄
養
士
が
管
理
し
て
い

る
。

ふるさと回帰センター
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〇
消
防
施
設
費５

２
２
３
万
円

問　

消
火
栓
は
何
基
設
置

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
消

火
栓
の
修
理
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
や
る
の
か
。

消
防
防
災
課
長　

移
設
５

件
、
設
置
４
件
。

　

修
繕
に
つ
い
て
は
、
ふ

た
の
ず
れ
や
、
消
火
栓
自

体
が
壊
れ
て
き
た
と
き
の

修
繕
に
な
る
。

〇 

地
方
創
生
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
事
業６

６
３
２
万
円

問　

農
林
水
産
課
と
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
が
連

携
す
る
事
業
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
連
携
を
す
る
の
か
。

地
域
資
源
再
生
室
長　

放
送
媒

体
を
使
っ
て
市
の
産
業
や

観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
も
あ
る
が
、
観
光
Ｐ
Ｒ

と
い
う
分
野
で
協
力
し

て
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
、
全

国
発
信
し
て
い
る
。

〇
が
ん
検
診　

６
４
５
０
万
円

問　

胃
が
ん
、
結
核
・
肺

が
ん
、
子
宮
が
ん
、
前
立

腺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、
乳

が
ん
検
診
は
あ
る
が
、
す

い
臓
が
ん
検
診
は
で
き
な

い
の
か
。

健
康
支
援
課
長　

法
律
の

定
め
に
基
づ
い
て
や
っ
て

い
る
も
の
で
、
す
い
臓
が

ん
に
つ
い
て
は
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
。

〇
ご
み
処
理
広
域
化
推
進
費

１
３
３
２
万
円

問　

君
津
地
域
４
市
と
協

議
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

４
市
の
計
画
は
い
つ
頃
示

さ
れ
る
か
。

環
境
保
全
課
長　

君
津
地

域
４
市
と
の
協
議
に
つ
い

て
は
基
本
構
想
が
完
成
し

て
い
な
い
。
基
本
構
想
が

完
成
次
第
、
君
津
地
域
４

市
の
議
会
に
説
明
さ
れ
た

後
、
２
市
１
町
の
基
本
構

想
の
内
容
を
も
と
に
し
た

調
査
研
究
の
報
告
と
な
る
。

〇 

各
種
観
光
イ
ベ
ン
ト
開
催

補
助
金

９
４
３
万
円

問　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
内

容
は
変
わ
り
な
い
か
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

観

光
協
会
へ
の
補
助
金
で
今

年
度
も
継
続
し
た
イ
ベ
ン

ト
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課
で
は
観
光
協
会

を
母
体
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

新
し
い
役
割
を
持
っ
て
も

ら
い
、
外
部
か
ら
の
イ
ベ

ン
ト
の
連
携
や
ヘ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
っ
た
新
し
い

顧
客
開
拓
の
た
め
の
イ
ベ

当
初
予
算

〇 
旧
七
浦
幼
稚
園
・
小
学
校

施
設
管
理
事
業

１
億
５
９
６
万
円

問　

改
修
工
事
で
９
６
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
ん
な
に
直
す
と
こ
ろ
が

あ
る
の
か
。

健
康
支
援
課
長　

建
物
の

外
壁
、木
造
部
分
、サ
ッ
シ
、

建
具
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

劣
化
、
雨
漏
り
対
策
等
に

な
る
。

市内の消火栓

旧七浦小学校

ン
ト
を
一
緒
に
取
り
組
む
。

〇
住
宅
取
得
奨
励
事
業

２
０
０
０
万
円

問　

住
宅
取
得
奨
励
事
業

の
実
績
は
。

管
理
課
長　

平
成
28
度
実

績
は
市
内
業
者
利
用
の
子

育
て
世
帯
が
18
件
、
若
者

が
５
件
、
市
外
業
者
利
用

の
子
育
て
世
帯
が
６
件
の

合
計
29
件
。

　

29
年
度
は
３
月
時
点
で

子
育
て
世
帯
17
件
、
子
育

て
ま
た
は
若
年
者
８
件
の

合
計
25
件
。

反
対
討
論

　
丸
山
・
和
田
統
合
幼
保
小

の
金
額
が
26
億
７
０
０
０
万

円
。
し
尿
処
理
施
設
は

38
億
円
が
見
込
ま
れ
る
な

ど
、
事
業
費
が
多
い
。

　

三
芳
の
学
童
保
育
に
つ

い
て
、
市
外
の
方
が
入
れ

な
い
状
況
で
市
内
も
市
外

も
問
わ
ず
入
れ
る
体
制
に

す
べ
き
。

　

子
ど
も
医
療
費
や
外
出

支
援
の
バ
ス
券
、タ
ク
シ
ー
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問　

後
期
高
齢
者
の
被
保

険
者
数
は
。
65
歳
以
上
で

一
定
障
害
の
あ
る
人
の
数

は
。

保
険
年
金
課
長　

平
成
30

年
１
月
末
で
被
保
険
者
数

は
９
３
３
５
人
。
65
歳
以

上
で
一
定
の
障
害
が
あ
る

人
は
２
３
８
人
。

反
対
討
論

　

改
定
で
所
得
割
が
下
が

る
が
、均
等
割
り
が
上
が
る
。

　

７
割
近
く
が
低
所
得
者

で
あ
り
、
負
担
割
合
が
大

き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
広
域
連
合
の
方
針

に
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
可
決

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計
予

算
問　

介
護
利
用
料
が
２
割

負
担
の
人
は
何
人
か
。

８
月
か
ら
利
用
料
が
３
割

負
担
に
な
る
人
は
何
人
か
。

健
康
支
援
課
長　

平
成
29

年
８
月
末
現
在
で
、
２
割

負
担
が
１
４
２
人
。
30
年

８
月
の
制
度
改
定
で
３
割

負
担
の
対
象
は
45
人
。

反
対
討
論

　

８
月
か
ら
３
割
負
担
が

45
人
と
な
り
、
負
担
感
が

大
変
な
の
で
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
編
成
さ
れ

た
も
の
で
、
歳
出
予
算
の

各
給
付
費
は
事
業
計
画
に

お
い
て
高
齢
者
率
要
介
護

認
定
者
給
付
実
績
及
び
施

設
設
備
等
を
見
込
ん
だ
額

を
計
上
し
て
い
る
。

　

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
、
安

定
し
た
介
護
保
険
運
営
が

期
待
で
き
る
。
計
画
策
定

は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

等
、
市
民
の
意
向
が
反
映

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

妥
当
と
判
断
し
賛
成
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
可
決

◎
国
保
病
院
事
業
会
計

問　

経
営
上
の
入
院
患
者

数
と
、
外
来
患
者
数
は
。

国
保
病
院
事
務
長　

入
院
患

者
は
ベ
ッ
ト
数
36
床
が
常

に
埋
ま
っ
て
い
れ
ば
病
院

の
経
営
は
で
き
る
。
外
来

は
、
現
在
１
日
平
均
76
人

を
受
け
入
れ
て
い
る
。

１
０
０
人
程
度
を
受
け
入

れ
て
い
た
年
度
は
黒
字
で

あ
っ
た
。

　

原
案
の
と
お
り
可
決

◎
水
道
事
業
会
計
予
算

問　

水
道
料
金
の
前
年
度

比
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
漏

水
が
あ
っ
た
場
合
の
水
道

の
減
免
に
つ
い
て
は
。

水
道
局
長　

料
金
改
定
分

を
見
込
み
１
０
４
．
１
％

を
見
込
ん
で
い
る
。
漏
水

に
よ
る
減
免
は
１
回
限
り

と
し
て
い
る
。

反
対
討
論

　

前
年
度
比
４
．
１
％
増

と
い
う
こ
と
で
、
４
月
か

ら
の
料
金
改
定
に
つ
い
て

反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
可
決

券
の
拡
充
。

　

生
活
保
護
基
準
の
変
更

と
い
う
こ
と
で
、
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
が
考
え

ら
れ
る
の
で
、
扶
助
費
の

減
と
い
う
形
に
な
ら
な
い

よ
う
な
対
応
を
す
べ
き
。

　

広
域
ご
み
処
理
施
設
に

関
し
て
は
君
津
地
域
４
市

の
相
乗
り
の
件
に
つ
い
て

反
対
と
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
可
決

〇 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算

平成30年度公営企業会計予算

項　　目 水道事業会計 国保病院事業会計

収
益
的
収
入

及
び
支
出

収　

入
15 億 2,706 万円 6億 1,708 万円

支　

出
15 億 1,692 万円 6億 1,708 万円

資
本
的
収
入

及
び
支
出

収　

入
3 億 5,701 万円 1,615 万円

支　

出
8 億 2,736 万円 2,249 万円

市内の漏水箇所

当
初
予
算
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補
正
予
算

平成29年度　一般会計補正予算（第９号）　5億 3,226万円追加

　226億8,702万円総
額

〇 

富
山
小
規
模
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
管
理
事
業

　
　
　
　
１
１
７
２
万
円

問　

改
修
に
よ
り
修
理
箇

所
は
な
く
な
る
の
か
。

健
康
支
援
課
長　

昭
和
53

年
９
月
に
建
設
し
た
旧
富

山
町
役
場
で
、
築
39
年

経
っ
て
お
り
、
貸
与
前
に

大
規
模
改
修
を
行
い
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
築
年

数
も
経
過
し
て
い
る
た
め
、

今
後
も
修
理
が
必
要
と
な

る
。

問　

新
規
で
建
て
た
ほ
う

が
よ
か
っ
た
の
で
は
。

保
健
福
祉
部
長　

改
築
を

し
て
事
業
者
を
募
る
と
い

う
当
時
の
判
断
の
も
と
現

在
ま
で
進
ん
で
い
る
。

〇 

公
共
施
設
等
再
編
整
備

基
金
費９

億
５
５
８
９
万
円

問　

ど
の
よ
う
な
判
断
の

も
と
で
基
金
を
積
み
立
て

た
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

公
共
施

設
の
解
体
や
改
修
の
経
費

が
か
か
っ
て
く
る
と
い
う

判
断
か
ら
、
積
み
立
て
た
。

〇 

職
員
等
人
件
費
に
つ
い

て
　
　
　
　
９
８
０
万
円
減

問　

期
末
手
当
が
３
年
連

続
で
引
き
上
げ
に
な
っ
て

い
る
が
、
引
き
上
げ
幅
は

前
年
度
と
同
じ
金
額
か
。

総
務
課
長　

一
般
職
は
そ

れ
ぞ
れ
給
与
額
と
基
礎
額

が
変
更
に
な
る
。
特
別
職

に
つ
い
て
は
ベ
ー
ス
が
同

じ
な
の
で
、
同
額
に
な
る
。

反
対
討
論

　

期
末
手
当
を
３
年
連
続

で
増
額
し
、
29
年
度
内
の

分
を
前
倒
し
し
、
支
払
い

す
る
。
市
民
へ
の
負
担
が

増
え
る
中
で
期
末
手
当
の

増
額
は
、
市
民
感
覚
に
沿

う
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
の
で
、
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）、

国
保
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）、
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
は
原
案
ど
お
り
可
決

富山小規模特別養護老人ホーム
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委 員 会 報 告

委
員
会
報
告

コーンズ富浦㈱に
土地を売却へ

　

２
月
26
日
、
総
務
委
員
会

を
招
集
し
、
審
査
を
行
っ
た
。

財
産
処
分
に
つ
い
て
は
参
考

人
を
招
致
し
質
疑
・
答
弁
を

行
っ
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
の

と
お
り
。

◎
財
産
の
処
分

問　
35
万
㎡
の
造
成
は
、
環

境
に
負
荷
が
か
か
る
と
考
え

ら
れ
る
が
ど
の
よ
う
に
判
断

し
て
い
る
か
。

コ
ー
ン
ズ
富
浦
株
式
会
社

造

成
後
は
大
き
な
影
響
は
な

い
。
ま
た
、
水
路
確
保
等
、

現
状
の
水
質
以
上
に
担
保

で
き
る
よ
う
対
応
す
る
。

問　

契
約
で
、
目
的
外
使

用
不
可
と
し
て
い
る
項
目
は

あ
る
か
。

管
財
契
約
課
長　

事
業
計
画

に
沿
っ
た
指
定
用
途
が
大

前
提
。
要
件
に
属
さ
な
い

場
合
は
、
買
い
戻
し
条
項

を
設
定
し
て
い
る
。

問　
富
山
へ
の
道
路
も
造
っ

て
も
ら
う
予
定
は
な
い
か
。

管
財
契
約
課
長　

金
額
面
や

地
形
的
に
難
し
い
。

◎ 
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定

問　

富
山
国
保
病
院
運
営

協
議
会
委
員
を
８
人
か
ら
12

人
以
内
に
し
た
理
由
は
。

国
保
病
院
事
務
長　

規
則
で

は
議
員
３
人
、
市
民
５
人

の
配
分
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
、
学
識
経
験
者
を
加

え
た
。

　

依
頼
人
数
が
変
動
す
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
12

人
以
内
と
し
た
。

問　

学
識
経
験
者
に
ど
の

よ
う
な
意
見
を
求
め
て
い
る

の
か
。

国
保
病
院
事
務
長　

病
院
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
よ
り
深

く
審
議
を
し
て
い
た
だ
く
。

問　

病
院
運
営
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
目
指

し
て
い
る
の
か
。

市
長　

24
時
間
３
６
５
日

の
救
急
医
療
を
担
う
の
は

と
て
も
難
し
い
。
専
門
的

な
意
見
も
聞
き
、
病
院
の

役
割
、
あ
り
方
、
方
向
性

を
よ
り
真
剣
に
考
え
て
い

く
。

◎ 

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

問　

特
定
教
育
保
育
施
設

と
地
域
型
保
育
事
業
は
ど
の

よ
う
な
内
容
か
。

子
ど
も
教
育
課
長　

特
定
教

育
保
育
施
設
は
、
こ
ど
も

園
で
展
開
さ
れ
て
い
る
幼

稚
園
教
育
や
保
育
の
業
務
。

特
定
地
域
型
保
育
事
業
は

民
間
の
小
規
模
な
施
設
で

同
様
の
業
務
の
こ
と
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
は
、
原

案
ど
お
り
可
決

総
務

売却予定地

富山国保病院
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委
員
会
報
告

委 員 会 報 告

　

２
月
27
日
、
福
祉
委
員
会

を
招
集
し
、
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
、
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

問　
１
号
か
ら
９
号
の
被
保

険
者
数
と
引
き
上
げ
額
は
。

健
康
支
援
課
長　

29
年
３

月
31
日
現
在

第
１
段
階　
２
９
６
０
人
、

第
２
段
階　
１
３
６
７
人
、

第
３
段
階　
１
０
９
３
人
、

第
４
段
階　
２
７
４
７
人
、

第
５
段
階　
２
３
４
４
人
、

第
６
段
階　
３
０
１
３
人
、

第
７
段
階　
１
９
３
３
人
、

第
８
段
階　
　
９
４
１
人
、

第
９
段
階　
　
６
３
６
人
、

合
計　
　
１
７
０
３
４
人

　

引
き
上
げ
額
は
、
第
１

段
階
で
、
年
間
１
６
０
０
円

の
増
額
。
徐
々
に
上
が
り

第
９
段
階
で
は
、
６
１
０
０

円
の
増
額
と
な
る
。

問　

２
号
と
３
号
は
保
険

料
、
引
き
上
げ
額
と
も
同
じ

だ
が
、
違
い
は
。

健
康
支
援
課
長　

第
２
段
階

は
、
課
税
年
金
収
入
額
と

前
年
の
所
得
金
額
の
合
計

が
年
間
80
万
円
を
越
え
、

１
２
０
万
円
以
下
の
人
。
第

３
段
階
は
、
課
税
年
金
収

入
額
と
前
年
の
所
得
金
額

の
合
計
が
年
間
１
２
０
万
円

を
越
え
る
人
。

反
対
討
論

　

３
年
に
１
度
の
改
定
で

引
き
上
げ
と
な
り
、
65
才

以
上
の
介
護
保
険
料
の
第

５
段
階
の
基
準
額
は
、
年

額
６
３
６
０
０
円
か
ら

３
６
０
０
円
の
引
き
上
げ

と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
住

民
負
担
に
は
反
対
す
る
。

　

ま
た
、
介
護
給
付
費
に

応
じ
て
、
保
険
料
が
設
定

さ
れ
る
が
、
高
齢
者
の
多

い
自
治
体
ほ
ど
負
担
が
大

き
い
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

切
り
捨
て
る
か
保
険
料
を

上
げ
る
か
と
い
う
議
論
で

は
な
く
、
国
庫
負
担
の
割

合
を
増
や
す
よ
う
求
め
反

対
す
る
。

賛
成
討
論

　

条
例
改
正
は
、
３
年
に

１
度
の
見
直
し
に
伴
う
も

の
で
、
介
護
給
付
費
は
、

年
々
増
加
し
、
給
付
費
の

見
込
み
は
、
実
績
に
基
づ

き
推
計
さ
れ
て
い
る
。
前

計
画
と
の
比
較
で
は
、

13
億
３
２
８
４
万
円
、
8.5
％

の
増
と
な
る
。

　

介
護
保
険
料
の
設
定
に

あ
た
り
、
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
行
い
、
保
険
料

の
上
昇
を
抑
制
、
保
険
料

段
階
は
、
国
の
示
す
９
段

階
を
設
定
し
、
低
所
得
者

層
の
負
担
軽
減
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
料
の
基
準
月

額
は
、
現
行
の
５
３
０
０
円

か
ら
３
０
０
円
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
制
度
を
運

営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
や

む
を
得
な
い
と
考
え
賛
成

す
る
。

　

２
月
27
日
、
産
業
委
員
会

を
招
集
し
、
審
査
を
行
っ
た
。

　

主
な
、
質
疑
・
答
弁
は
次

の
と
お
り
。

◎ 

財
産
の
無
償
貸
付
に
つ
い

て
問　

掘
削
に
よ
り
出
た
温

泉
の
利
用
方
法
等
に
つ
い

て
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長

温
泉
を
取
り
扱
う
宿
泊
施

設
等
を
増
や
す
た
め
、
昨

年
12
月
に
法
人
化
し
た
温

泉
組
合
が
直
営
事
業
と
し

て
ロ
ー
リ
ー
で
の
配
湯
を

検
討
し
て
い
る
。

問　

温
泉
の
掘
削
は
、
今

回
で
３
カ
所
目
と
な
る
が
、

温
泉
が
出
な
か
っ
た
場
合
の

事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長　

今
回
温
泉
が
出
な
か
っ
た

場
合
で
も
、
引
き
続
き
温

泉
郷
と
い
う
Ｐ
Ｒ
を
高
め
、

温
泉
施
設
を
増
や
す
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化

と
税
収
の
確
保
を
図
る
こ

と
は
考
え
て
い
く
。

福
祉

産
業

介護保険料の引き上げへ

温泉を掘削へ
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問
危
険
な
空
き
家
は
特

別
措
置
法
に
基
づ
い

て
行
政
代
執
行
を
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

建
設
環
境
部
長
費
用
は
所

有
者
に
支

払
義
務
が
生
じ
る
と
定
め
ら

れ
て
い
る
が
、
徴
収
が
で
き
ず

行
政
負
担
に
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
た
め
状
況
を
判
断

し
な
が
ら
措
置
を
実
施
す
る
。

問
婚
姻
届
提
出
時
の

サ
ー
ビ
ス
の
進
捗
状

況
は
。

市
長
地
方
創
生
推
進
事

業
に
参
加
し
て
い

る
聖
徳
大
学
短
期
大
学
の
総

合
文
化
学
部
の
学
生
に
作
成

を
依
頼
し
て
い
る
。

一
般
質
問

阿部美津江議員

建
設
環
境
部
長
平
成
29
年

12
月
現
在

富
浦
地
区　

10
件

富
山
地
区　

９
件

三
芳
地
区　

９
件

白
浜
地
区　

11
件

千
倉
地
区　

36
件

丸
山
地
区　

22
件

和
田
地
区　

６
件

合
計　

１
０
３
件

問
空
き
家
に
対
す
る
措
置

の
流
れ
と
現
状
は
。

建
設
環
境
部
長
所
有
者
等

に
対
し
改

善
の
助
言
・
指
導
等
を
行
う
。

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
勧
告
す

る
と
と
も
に
固
定
資
産
税
の
軽

減
は
除
外
と
す
る
。
以
降
、
命

令
・
公
表
し
措
置
を
履
行
し
な

い
時
は
行
政
代
執
行
の
措
置
と

な
る
が
本
市
は
指
導
で
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

問
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

で
空
き
家
発
生
の
抑

制
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
。

市
長
今
後
増
加
が
予
測
さ

れ
、
周
辺
の
生
活
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
の
で
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
条
例
制
定
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

問
特
定
空
き
家
の
各
地
区

数
は
。

問
イ
メ
キ
ャ
ラ
商
品
開

発
や
販
売
等
の
進
捗

状
況
は
。

市
長
商
品
作
成
の
ロ
ッ

ト
数
等
の
問
題
で

商
品
化
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
お
菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
に
使
用
し
た
い
と
の

申
請
が
あ
り
販
売
に
向
け
て

調
整
中
。

問
社
会
福
祉
協
議
会
の

災
害
見
舞
金
事
業
に

拠
出
し
て
い
る
の
だ
が
条
例

の
制
定
が
な
い
こ
と
で
制
度

自
体
が
な
い
の
だ
と
誤
解
さ

れ
や
す
い
。
見
解
は
。

副
市
長
市
役
所
・
社
会

福
祉
協
議
会
へ

の
申
請
が
二
度
手
間
に
な
る

の
で
利
便
性
向
上
か
ら
様
々

検
討
す
る
。

南房総市イメージキャラクター
「みなたん」

特定空き家

4 人の議員が市政を質す

法
定
相
続
人
が
不
明
な
空
き
家
の
管
理
責
任
の
所
在
は
ど
こ
に

相
続
財
産
管
理
人
が
決
ま
る
ま
で
最
後
の
相
続
放
棄
人
が
管
理
義
務
を
負
う

婚
姻
届
提
出
時
の
サ
ー
ビ
ス

イ
メ
キ
ャ
ラ
活
用

災
害
見
舞
金

老
朽
空
き
家
対
策
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一
般
質
問

問
千
葉
市
で
は
、
道
路
の

陥
没
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
、
市
民
が
現
場
写
真
を
撮

り
市
へ
送
る
と
、
い
つ
改
修
予

定
か
情
報
公
開
さ
れ
る
仕
組
み

が
あ
る
。
職
員
負
担
の
軽
減
に

ア
プ
リ
を
活
用
す
る
考
え
は
な

い
か
。

建
設
環
境
部
長
運
用
方
法

な
ど
を
関

係
部
局
と
協
議
し
検
討
し
た

い
。問

交
通
量
が
少
な
く
道
幅

が
狭
い
、
先
に
家
が

数
軒
し
か
な
い
市
道
が
崩
れ
て

通
行
で
き
な
く
な
っ
た
ら
ど
う

す
る
の
か
。

建
設
環
境
部
長
要
望
で
は

な
く
通
報

と
し
て
取
り
扱
う
。
通
報
は
建

設
課
の
ほ
か
に
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
や
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
で

も
受
け
付
け
る
。

安田美由貴議員

問
区
境
の
要
望
の
取
り

扱
い
は
ど
う
か
。

建
設
環
境
部
長
区
長
へ
の

聞
き
取
り

で
確
認
す
る
。
関
係
区
長
が
連

名
で
要
望
す
る
こ
と
も
あ
る
。

有
害
鳥
獣
対
策

問
市
内
で
食
肉
加
工
施

設
の
設
置
を
考
え
て

い
る
団
体
は
あ
る
か
。

農
林
水
産
部
長
１
団
体
か

ら
相
談
を

受
け
て
い
る
。

問
有
害
鳥
獣
は
農
業
者

か
ど
う
か
判
別
し
て

来
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
市

独
自
の
２
分
の
１
補
助
制
度

の
対
象
を
広
げ
、
希
望
す
る
農

業
者
以
外
の
人
へ
、
防
護
柵
の

補
助
金
を
出
せ
な
い
の
か
。

問
道
路
修
繕
を
担
当
す
る

職
員
の
数
は
足
り
て

い
る
の
か
。

建
設
環
境
部
長
建
設
課
10

人
中
、
要

望
受
付
・
現
地
確
認
の
担
当
は

４
人
だ
が
、
翌
年
度
の
予
算
編

成
に
向
け
て
、
測
量
等
に
相
当

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
迷
惑

を
か
け
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

農
林
水
産
部
長
自
家
消
費

を
目
的
と

し
た
家
庭
菜
園
に
は
、
補
助
金

を
出
す
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。問

イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ

る
人
や
車
へ
の
被
害

状
況
と
推
移
は
ど
う
か
。

市
長
人
身
被
害
の
報
告

は
無
く
、
車
の
被

害
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問
車
と
の
衝
突
事
故
や

人
的
被
害
に
は
、
ど

う
対
処
す
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長
衝
突
に

は
、
交
通

事
故
と
同
じ
対
処
を
。
人
的
被

害
は
、
市
に
通
報
を
。
発
生
状

況
を
整
理
し
、
関
係
機
関
と
対

応
を
検
討
す
る
。

道
路
等
の
修
繕
要
望
は
何
件
で
、
工
事
完
了
は
何
件
か

28
年
度
は
５
６
５
件
の
要
望
中
、
１
５
１
件
の
工
事
が
完
了有害鳥獣対策用の電気柵

市道の修繕工事
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羽山　和夫議員

が
、
重
点
品
目
の
導
入
希
望
者

が
あ
れ
ば
指
導
支
援
す
る
。

問
大
規
模
農
家
の
後
継
者

は
頑
張
っ
て
い
る
。
小

規
模
農
家
を
ど
う
育
て
て
ゆ
く

か
が
重
要
。
教
育
を
含
め
て
行

政
手
腕
を
発
揮
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

市
長
研
修
、助
成
制
度
等
、

他
の
自
治
体
よ
り
手

厚
い
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。

問
建
設
か
ら
40
年
余
り
経

過
し
て
い
た
が
、
耐
震

等
の
点
検
調
査
す
る
考
え
は
。

市
長
点
検
整
備
基
準
等
に

基
づ
い
て
日
常
の
点

検
等
を
実
施
し
、
安
全
性
及
び

機
能
を
長
期
的
に
保
持
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
る
。

問
房
総
沖
地
震
も
予
測
さ

れ
て
い
る
。
下
流
住
民

の
安
全
確
保
の
た
め
に
も
早
急

な
耐
震
整
備
を
す
べ
き
で
は
。

市
長
浄
水
施
設
更
新
や
石

綿
管
交
換
事
業
を
進

め
て
い
る
。
ダ
ム
本
体
の
耐
震

整
備
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

問
和
田
丸
山
統
合
小
学
校

が
平
成
31
年
度
４
月
開

校
さ
れ
る
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
と
し
て
の
学
校
の
位

置
付
け
は
。

教
育
長
両
地
区
全
域
が
新

た
な
校
区
に
な
る

の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校

行
事
な
ど
を
通
じ
て
地
域
住
民

が
参
加
・
交
流
で
き
る
場
作
り

が
重
要
と
考
え
る
。

問
学
校
施
設
は
ど
う
す
る

の
か
。

教
育
長
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
や
地

域
の
拠
点
と
な
る
施
設
や
避
難

所
と
し
て
検
討
す
る
。

問
教
育
長
は
国
の
教
育
政

策
を
左
右
す
る
教
育
再

編
検
討
委
員
に
選
任
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
が
、

所
感
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

教
育
長
南
房
総
市
の
教
育

政
策
が
評
価
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
。
自
治
体
及

び
教
育
委
員
会
の
代
表
者
と
し

て
、
そ
の
立
場
で
発
言
し
て
い

く
。

問
イ
ノ
シ
シ
対
策
は
捕
獲

や
防
護
だ
け
で
は
な
く

避
妊
な
ど
の
研
究
も
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

農
林
水
産
部
長
個
体
数
の

管
理
に
資

す
る
新
た
な
技
術
開
発
を
国
、

県
に
要
望
す
る
。

問
耕
作
放
棄
地
に
新
規
作

目
を
導
入
指
導
す
る
考

え
は
な
い
か
。

農
林
水
産
部
長
市
と
し
て

特
定
の
作

目
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い

　 　 　 　
農
業
政
策
に
つ
い
て

就
農
者
対
応
は

小
向
ダ
ム
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

小向ダム

農
地
は
農
家
の
資
産
、
フ
ル
活
用
を
め
ざ
し
た
政
策
は

農
業
が
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
最
善
の
努
力
を
す
る

増えるイノシシ

一
般
質
問
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一
般
質
問

付
額
も
９
０
０
０
万
円
程
度
増

収
を
見
込
ん
で
い
る
。
引
き
続

き
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

問
国
・
県
の
動
向
に
伴
う

影
響
は
。

市
長
地
方
財
政
計
画
に
よ

る
平
成
30
年
度
の
一

般
財
源
総
額
は
、62
兆
１
０
０
０

億
円
で
、
当
市
に
と
っ
て
は
、
合

併
算
定
替
加

算
交
付
金
の

縮
減
と
い
う
前

提
は
あ
る
も
の

の
、
予
算
へ
の

影
響
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
補
助

交
付
金
関
係

は
、
国
・
県
と

も
に
既
存
の
補

助
金
の
中
で
廃

止
さ
れ
る
な

問
歳
入
の
見
通
し
と
確
保

は
。

市
長
平
成
30
年
度
の
歳
入

一
般
財
源
総
額
は
、

約
１
４
９
億
円
。
市
税
に
つ
い
て

は
、
全
体
で
、
前
年
度
比
約
４
０
０
０

万
円
減
の
約
38
億
５
０
０
０
万

円
を
計
上
し
た
。
地
方
交
付
税

に
つ
い
て
、
普
通
交
付
税
を
前

年
度
比
較
４
億
円
減
の
89
億
円
、

特
別
交
付
税
は
前
年
度
と
同
額

の
６
億
円
。

　

景
気
回
復
傾
向
に
よ
り
、
地

方
消
費
税
交
付
金
な
ど
の
各
種

の
交
付
金
が
増
収
見
込
み
で
あ

り
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

ど
、
市
に
直
接
か
か
わ
る
部
分

で
影
響
が
で
る
よ
う
な
も
の
は

出
て
い
な
い
。

問
市
民
の
暮
ら
し
へ
の
影

響
は
。

市
長
一
般
会
計
上
は
、
評

価
替
え
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
減
収
や
普
通
交
付
税

縮
減
に
伴
う
減
収
は
あ
る
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
で
市
民
の
皆
様

に
我
慢
を
し
て
い
た
だ
く
部
分

が
出
る
と
か
、
あ
る
い
は
使
用

料
等
で
追
加
負
担
を
お
願
い
す

る
と
い
っ
た
面
は
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
水
道
事
業
及
び
病

院
事
業
で
は
、
料
金
改
定
や
救

急
医
療
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

お
り
、
市
民
生
活
に
影
響
す
る

部
分
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

木曽　貴夫議員

平
成
30
年
度
予
算
に
つ
い
て

水道事業料金改定

平
成
30
年
度
予
算
で
国
・
県
の
動
向
に
伴
う
市
へ
の
影
響
は

新
年
度
予
算
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え
る

平成 30 年度予算書
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東
金
市
文
化
会
館
で
行

わ
れ
た
千
葉
県
南
市
議
会

議
長
会
主
催
の
議
員
研
修

会
に
14
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

世
界
中
で
発
生
す
る
災

害
の
現
地
調
査
、
研
究
を

　

館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
安

房
３
市
１
町
議
会
議
長
会

主
催
の
議
員
研
修
会
に
16

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
国

実
施
。

　

ま
た
、
日
本
各
地
で
の

講
演
、
報
道
対
応
、
執
筆

活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
実

践
的
防
災
・
危
機
管
理
の

第
一
人
者
の
防
災
・
危
機

管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
山
村

立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合

開
発
機
構
の
近
藤
裕
之
氏

か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
世
界
的
に
市
場

が
急
速
に
拡
大

す
る
中
で
、
将

来
的
に
日
本
に

と
っ
て
経
済
成

長
の
一
翼
を
担

う
新
た
な
産
業

と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い

る
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
太

陽
光
発
電
グ

ル
ー
プ
山
田
宏

之
氏
は
太
陽
光

発
電
大
量
導
入

社
会
に
お
け
る

５
つ
の
課
題
と

し
て
、

県
南
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修

平
成
30
年
１
月
19
日

安
房
３
市
１
町
議
会
議
長
会
議
員
研
修平成

30
年
２
月
16
日

武
彦
氏
か
ら
「
最
近
の
大

規
模
災
害
に
学
ぶ

〜
自
助
・
近
助
・
共
助
で

つ
く
る
地
域
防
災
〜
」
と

題
し
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地

震
か
ら
災
害
時
に
お
け
る

人
間
心
理
を
学
び
、
い
か

に
市
民
の
命
を
守
る
か
と

い
う
内
容
で
し
た
。

　

い
ま
ま
で
の
住
民
参
加

型
の
避
難
訓
練
や
消
火
訓

練
は
、
災
害
後
対
処
訓
練

で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
ず

自
分
の
命
を
守
る
た
め
災

害
予
防
訓
練
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
地

域
を
守
る
た
め
、
隣
近
所

で
助
け
合
う
「
近
助
」
を

拡
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

①
国
民
負
担
の
増
大

② 

長
期
に
安
定
し
た
発
電

量
確
保
の
要
求

③
立
地
制
約
の
顕
在
化

④ 

廃
棄
物
大
量
発
生
の
対

応
⑤ 

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激

化
を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
高
性
能
・
高
信

頼
性
太
陽
光
発
電
の
発
電

コ
ス
ト
低
減
技
術
開
発
や

導
入
形
態
多
様
化
に
よ
る

立
地
制
約
解
消
や
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
耐
風
圧
試
験
や

水
没
試
験
を
行
い
、
信
頼

性
向
上
へ
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
お
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
展
望
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

最
近
の
大
規
模
災
害
に
学
ぶ

〜
自
助
・
近
助
・
共
助
で
つ
く
る
地
域
防
災
〜

太
陽
光
発
電
等
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
拡
大
と
研
究
開
発
に
つ
い
て

視
察
報
告
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市
民
の
声

　私は、東京から南房総市に移り住んで11年になり、
ちょっと気になることを述べます。
　私の住んでいる和田町から道の駅ローズマリー公
園まで、一本の真っすぐな長い道路があります。
　フラワーラインと言いますが、花はありません。
松林の中を車を走らせていると、一瞬高原の中に入
る様な気分です。ここで、ゆっくりと散歩や、サイ
クリングをするもよし、写生や写真を撮るのも素敵
だろうと思います。いわゆる、歩行者天国（一例で
すが、日曜日10時から15時まで車両の通行禁止）
にして、楽しめたら最高の思いです。
　いろいろなイベントを開催したり、映画やドラマ
のロケ地として誘致をしたら、人も集まり経済効果
もあると思います。
　歩行者天国は千葉県ではあまり行っていないそう
ですので、話題性もあると思います。
　ただ、車両は遠回りすることになり、ごみ、トイレ
などの問題もあると思いますが、検討の価値はある
と思いますが、いかがでしょうか。

　高校卒業後、一度は東京に出たものの子育てを機
に帰郷。その娘達も今は社会人に。
　私は子育て中からフラダンス、コーラス、地域のボ
ランティアと活動させて頂いてます。
　私が頑張り続けられるのも一緒に活動している先
輩方の励ましがあるから。
　南房総市を昔から支えてこられた方々の熱意と活
気にパワーをもらっています。
　高齢化が進む中、この活気が薄れる事がないよう
願わずにはいられません。
　行政と市民の協力の必要性。魅力があり住みやす
いまちにしていこうと一人でも多く願い、協力し合え
る環境になればおのずと活気も湧いてくるでしょう。
　南房総市全体も大切ですが、まずは各地域の足元
を見て、知る事も大切だと思います。
　これからを担う若者世代のためにも協力は惜しみま
せん。
　芝浦工業大学の学生たちによる地域の魅力や課題
点の把握、南房総市の未来に向けての活動は、これ
からの大切な一歩になるのではないでしょうか。

山
やまぐち

口　義
よしひろ

弘さん
（和田地区）

鈴
すず き

木　初
はつえ

枝さん
（富浦地区）

議会広報編集特別委員会では、市民の皆様のまちづくりに対するご意見・ご要望の投稿を募集しています。掲載を希望す
る場合は、本文は４００字以内、顔写真が必要です。
　※ 地区ごとに掲載していますので、時間が掛かる場合があります。
連絡・投稿先　南房総市富浦町青木 28 番地　議会広報編集特別委員会　TEL 0470－33－1111　FAX 0470－20－4595

フラワーラインについて活気ある未来を
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南
房
総
市
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ラ
イ
ブ
・
録

画
配
信
し
て
い
ま
す
。
ス

マ
ホ
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。からご覧ください。

市ホームページ

市議会

市議会インターネット中継

▼

▼

　

６
月
定
例
会
か
ら
は
、

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
よ
り

分
か
り
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会

委
員
長

　

寺
澤　

利
郎

副
委
員
長

　

安
田
美
由
貴

委
員

　

石
井　

教
宇

　

鈴
木　

克
哉

　

山
田　

一
洋

　

神
作　

紀
史

更なる市政発展に向けての新体制
議
　
長
　
　
　
　
飯
田　

彰
一

副
議
長
　
　
　
　
川
﨑　

愼
一

常
任
委
員
会

　
総
務
委
員
会
（
６
人
）

　
　

委
員
長　
　
　

峯　
　

隆
司

　
　

副
委
員
長　
　

長
谷
川　

博

　
　

委　

員　
　
　

寺
澤　

利
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

関　
　

壽
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

教
宇

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

克
哉

　
福
祉
委
員
会
（
６
人
）

　
　

委
員
長　
　
　

阿
部
美
津
江

　
　

副
委
員
長　
　

安
田
美
由
貴

　
　

委　

員　
　
　

青
木　

正
孝

　
　
　
　
　
　
　
　

辻　
　

貞
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

川
﨑　

愼
一

　
　
　
　
　
　
　
　

神
作　

紀
史

　
　
　
　
　

　
産
業
委
員
会
（
６
人
）

　
　

委
員
長　
　
　

川
上　
　

清

　
　

副
委
員
長　
　

平
川　

幸
男

　
　

委　

員　
　
　

栗
原　

保
博

　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田　

彰
一

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

直
一

　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

一
洋

　

議
会
運
営
委
員
会
（
６
人
）

　

委
員
長　
　
　

栗
原　

保
博

　

副
委
員
長　
　

寺
澤　

利
郎

　

委　

員　
　
　

青
木　

正
孝

　
　
　
　
　
　
　

川
上　
　

清

　
　
　
　
　
　
　

峯　
　

隆
司

　
　
　
　
　
　
　

阿
部
美
津
江

千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

議
員
（
１
人
）　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

阿
部
美
津
江

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会

議
員
（
２
人
）

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

直
一

　
　
　
　
　
　
　

飯
田　

彰
一

三
芳
水
道
企
業
団
議
会
議
員
（
４
人
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青
木　

正
孝

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

直
一

　
　
　
　
　
　
　

関　
　

壽
夫

　
　
　
　
　
　
　

神
作　

紀
史

鋸
南
地
区
環
境
衛
生
組
合
議
会
議
員
（
５
人
）

　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川　

博

　
　
　
　
　
　
　

川
﨑　

愼
一

　
　
　
　
　
　
　

平
川　

幸
男

　
　
　
　
　
　
　

石
井　

教
宇

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

克
哉

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）


